
  

 

インドにおける⽇本の環境技術の導⼊に向けたウェビナー 
第 1 回ウェビナー「インドの製造部⾨等における⼤気汚染対策に関する⽇印の連携」 

 
・⽇時：2021 年 12 ⽉ 9 ⽇ 15：00-16：30（⽇本時間）/ 11：30-13：00（インド時間） 
・主催者：環境省、IGES 
・協⼒：TERI、在インド⽇本国⼤使館、公益社団法⼈⽇本環境技術協会（JETA） 
・⾔語：英語（⽇英同時通訳付き） 
・プログラム：                                 *敬称略 

セッション 1: 開会セッション 

15:00 -15:10  歓迎の言葉  

- Girish Sethi （エネルギー資源研究所（TERI）エネルギー部門シニアディレクター） 

 開会の挨拶  

- S K Paliwal （インド国中央汚染管理局（CPCB） Scientist E） 

- 杉本 留三 （日本国環境省（MOEJ）地球環境局 国際連携課国際協力・ 

環境インフラ戦略室長） 

セッション 2: テクニカルセッション  
-大気汚染対策：インド、日本、その他の国における成果と課題 

15:10 – 16:00 本ウェビナーに関するフレーミング・プレゼンテーション 

- 小嶋 公史 （（公財）地球環境戦略研究機関（IGES）関⻄研究センター 

 プログラムディレクター） 

 大気汚染管理・対策への取り組み – 日本・中国、および諸外国での経験 

- 小林 剛士 （公益社団法人日本環境技術協会（JETA）海外委員会委員長） 

 インドの大気汚染管理・対策への取り組み 

- 山崎 剛義 （東亜ディーケーケー株式会社 海外営業本部副本部長） 

- Kunal SONI （HORIBA インド 環境・プロセスセグメント） 

- 河井太志 （インド三井物産株式会社 エネルギー部部長） 

 グジャラート州における大気汚染対策（排出権取引スキーム）の取り組み 

- T C Patel （グジャラート州汚染管理局（GPCB）） 

 インド企業による汚染防止/環境改善対策に関する取り組み 

- Sushil Kharkwal （Alembic Pharmaceuticals Limited (Gujarat) Head EHS） 

セッション 3: ディスカッション  
-インドの大気汚染問題を克服するために、インドと日本はどのように協力すべきか 

16:00 – 16:30  モデレーター: Sumit Sharma （国連環境計画（UNEP））  

- T C Patel （GPCB）  

- V M Motghare （マハラシュトラ州汚染管理局（MPCB） Joint Director） 

- 吉田 勇輝 （在インド日本国大使館二等書記官） 

-  小林 剛士 （JETA） 

セッション 4:  閉会セッション 

16:30 – 16:35   閉会挨拶  

– 武内 和彦 （IGES 理事長） 
 


